
水土里情報を活用した家畜防疫システムについて紹介します

宮崎県 県内各市町村 水土里ネット宮崎

内容：家畜防疫体制を強化するため県内全域の畜産農家情報をデータベース化し、
畜産農家位置情報及び埋却予定地等を水土里情報で整備。

経緯：①平成22年4～7月に宮崎県で家畜伝染病「口蹄疫」が発生し、約30万頭の
牛・豚等が殺処分された。

②家畜防疫対応には、県と市町村で共有された農家情報・飼養頭数等の
データと作業班が迅速に現地到着するための正確な農場位置を示した共
通の地図が必要となった。

③平成23年度に県単独みやざき農畜産業復興支援システム整備事業にお
いて水土里情報システムに家畜情報テーブルや防疫対策機能を付加し、
家畜防疫システムを構築した。

④平成24年度に家畜情報入力及び試験運用を実施、平成25年度から本格
運用を開始し、県及び市町村の関係部署で活用している。

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第37号

（１／２）

今回紹介する団体：

家畜情報を水土里情報に取り込み

アクセスで作成された管理
システムを全市町村に配布

・畜種別・畜種毎等の目的に応
じた表示が可能

・家畜規模（飼養頭数）での検
索等上記システムで入力された
データでの検索が可能



（２／２）

・字界図を作成し制限区域内の農場に加えて該当字リストを出力できるよう機
能追加を行い活用する予定。

・埋却予定地の妥当性を判断するために、周辺の地下水利用等を付加する予
定。

・広域での連携を強化するために、近隣県の情報を取り込み活用する予定。

今後の活用予定

期待される効果

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（横田、溝添） 03-6744-2212（直通）

■お問い合せ先

宮崎県土地改良事業団体連合会 水土里情報センター 0985-24-3050（直通）

①県内で統一したデータを扱うことにより、発生農場からの制限区域内に位置
する農場を各市町村が抽出することが可能となり、結果を出力することにより
関係部署での早急な情報の共有が可能。

②農場の位置を座標管理することにより、ナビ機能等の活用で正確に現地へ
の到着が可能。

③消毒ポイント、埋却地を事前に計画しておくことにより迅速な対応が可能。

宮崎県農政水産部畜産新生推進局家畜防疫対策課 0985-26-7139（直通）

あらかじめ計画している消毒ポイ
ントを作図することで情報を共有

発生した農場を検索し制限区域を
作成することにより、制限区域内
農場を素早く検索

制限区域内農場リスト出力


